
こ
の
排
水
路
は
か
つ
て
、
上

流
か
ら
の
水
量
も
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
付
近
の
地
権
者
が
土

地
を
提
供
し
、
１
・
５
ｍ
幅
に

広
げ
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
現

在
、
水
の
流
れ
は
変
更
さ
れ
て

周
辺
の
雨
水
が
流
れ
込
む
程
度

と
な
っ
て
い
る
。

溝
掃
除
は
五
月
三
十
日
に
七

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ス
コ
ッ

プ
を
手
に
集
結
。
一
部
、
建
設

機
械
を
使
っ
て
ダ
ン
プ
カ
ー
に

積
み
込
み
、
約
30
ｍ
間
の
土
砂

な
ど
を
取
り
除
い
た
。

地
元
関
係
者
は
「
こ
の
よ
う

に
大
き
な
水
路
は
も
う
必
要
な

い
の
で
は
」
、
「
劣
化
し
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
は
掃
除
を
す
る
た

び
に
は
が
れ
る
。
そ
こ
に
草
が

根
を
下
ろ
し
て
掃

除
が
し
に
く
い
。

せ
め
て
底
の
面
だ

け
で
も
改
修
し
て

も
ら
い
た
い
」
な

ど
の
意
見
が
ほ
と

ん
ど
。

市
土
木
施
設
課

は
六
月
二
日
、
自

治
連
合
会
の
申
し

入
れ
で
現
地
調
査

を
行
い
、
対
応
策

に
つ
い
て
検
討
す

る
考
え
を
示
し
て

い
る
。

倉
掛
少
年
団
の
廃
品
回
収
が

六
月
六
日
に
行
わ
れ
、
古
新
聞

や
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
な
ど
約
20

ト
ン
が
集
ま
っ
た
。
こ
の
日
は

自
治
会
の
汚
泥
回
収
と
重
な
っ

た
も
の
の
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
十

六
人
が
応
援
に
駆
け
つ
け
た
。

作
業
終
了
後
、
団
員
や
育
成

会
員
ら
は
「
皆
様
に
ご
協
力
頂

き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
礼
を
述
べ
て
い
た
。

井
原
分
団
第
３
部
の
新
し
い

消
防
車
（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積

載
）
が
今
秋
、
納
車
さ
れ
る
見

通
し
と
な
っ
た
。

現
在
の
消
防
車
は
昭
和
五
十

八
年
四
月
か
ら
使
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
随
所
が
傷
み
、
井
原

市
消
防
団
本
部
に
新
車
交
付
を

要
望
し
て
い
た
。

第
３
部
の
柳
本
兼
志
部
長
は

「
先
輩
方
が
長
い
間
使
わ
れ
て

き
た
の
で
愛
着
を
感
じ
る
。
し

か
し
、
肝
心
な
時
に
可
搬
ポ
ン

プ
も
掛
か
り
に
く
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
限
界
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
、
状
態
を
説
明

し
て
い
る
。

倉
掛
地
内
の
防
犯
灯
管
理
を

行
っ
て
い
る
自
治
連
合
会
は
本

年
度
、
三
カ
所
の
古
い
照
明
器

具
と
七
カ
所
の
玉
切
れ
交
換
を

行
っ
た
。
新
設
希
望
は
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
、
12

－

２
組
の
一

件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

郷
社
足
次
山
神
社
の
役
員
総

会
が
四
月
十
八
日
に
開
か
れ
、

荒
れ
て
い
る
堀
の
整
備
を
取
り

決
め
た
。

こ
の
堀
は
か
つ
て
、
水
を
た

た
え
鯉
も
泳
い
で
い
た
が
、
小

田
川
の
水
位
低
下
と
共
に
枯
れ

て
久
し
い
。
近
年
は
樹
木
の
根

が
石
垣
を
押
し
出
し
、
一
部
で

崩
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し

て
、
全
面
改
修
に
踏
み
切
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
。

歩
道
拡
張
工
事
で
一
新
さ
れ

た
井
原
駅
前
通
り
を
美
し
く
保

と
う
と
、
15

－

２
組
の
住
民
が

五
月
三
十
日
午
前
七
時
か
ら
フ

レ
ス
タ
～
岡
山
西
農
協
間
の
西

側
歩
道
を
一
斉
清
掃
し
た
。

今
回
呼
び
掛
け
を
行
っ
た
倉

掛
自
治
連
合
会
の
中
島
順
三
顧

問
は
「
清
掃
を
提
案
さ
せ
て
も

ら
っ
た
が
、
近
隣
の
皆
様
に
ご

賛
同
を
頂
い
た
。
路
面
に
く
っ

つ
い
た
ガ
ム
は
取
り
除
き
に
く

く
、
始
末
が
悪
か
っ
た
」
な
ど

と
話
し
て
い
た
。

同
自
治
会
関
係
者
は
こ
の
活

動
組
織
を
和
楽
路
会
と
名
付

わ

ら

じ

け
、
定
期
的
な
実
施
を
検
討
す

る
と
い
う
。

川
相
肇
総
代
長
は
「
六
月
中

に
は
着
工
予
定
で
す
。
堀
の
深

さ
は
80
㎝
程
度
と
現
在
よ
り
浅

く
な
り
ま
す
。
工
事
費
は
神
社

会
計
で
賄
う
の
で
、
氏
子
の
皆

様
に
ご
負
担
は
お
掛
け
し
ま
せ

ん
」
と
話
し
て
い
る
。

倉
掛
自
治
連
合
会
は
五
月
十

四
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
約

七
十
の
事
業
所
自
治
会
費
集
金

を
行
い
、
本
年
度
も
全
事
業
所

の
協
力
を
得
た
。

事
業
所
か
ら
自
治
会
へ
の
要

望
は
無
か
っ
た
が
「
回
覧
で
情

報
を
得
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
」
と
い
っ
た
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
。
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〈 発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会長／渡辺研一

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

廃品回収に助っ人16人 問題の水路を清掃

少年団員と作業を行うボランティア＝６月６日

15

－

２
組
の
住
民
が
清
掃

倉
掛
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ノ
ン
か
ら
東
に
延
び
る
排
水
路
に

土
砂
が
堆
積
し
、
雑
草
に
覆
わ
れ
て
い
る
問
題
を
解
決
し

よ
う
と
倉
掛
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
立
ち
上
が
っ
た
。

自
治
連
合
会
が
集
金

道
路
に
面
し
て
い
な
い
た
め
、
中
電
工
駐

車
場
を
借
り
て
の
除
去
作
戦
と
な
っ
た

▲

秋には新車
21年使用「限界」

第３部消防自動車

寄
付
金
募
ら
ず
神
社
会
計
で

少年団



井
原
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

戦
が
五
月
二
十
三
日
に
開
幕

し
、
倉
掛
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好

会
は
初
戦
、
市
役
所
職
員
チ
ー

ム
Ｖ
Ｉ
Ｐ
を
12

－

10
で
下
し
好

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

試
合
は
午
前
十
一
時
か
ら
井

原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
た
。
２

－

３
で
迎
え
た
倉
掛

は
五
回
裏
、
川
相
益
一
投
手
が

セ
ン
タ
ー
前
に
打
ち
返
す
と
連

続
ヒ
ッ
ト
で
塁
を
埋
め
、
三
番

西
山
津
好
選
手
が
レ
フ
ト
オ
ー

バ
ー
の
特
大
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン

を
放
ち
逆
転
。
そ
の
後
も
打
者

一
巡
の
猛
攻
撃
を
加
え
、
こ
の

回
実
に
10
得
点
。
Ｖ
Ｉ
Ｐ
も
六

回
に
７
点
を
返
し
食
い
下
が
っ

た
が
、
倉
掛
は
要
所
を
締
め
反

撃
を
断
っ
た
。
続
い
て
午
後
に

予
定
さ
れ
て
い
た
対
岩
野
戦
は

不
戦
勝
と
な
っ
た
。

山
本
勝
己
監
督
は

「
西
山
選
手
の
ホ
ー

ム
ラ
ン
二
発
が
大
き

く
流
れ
を
変
え
た
。

出
場
者
全
員
が
出
塁

す
る
な
ど
、
一
人
ひ

と
り
の
持
ち
味
を
発

揮
で
き
た
」
と
、
上

機
嫌
で
試
合
を
振
り

返
っ
て
い
た
。

「
日
本
一
高
い
富
士
山
に
登

ろ
う
」
と
、
倉
掛
少
年
団
と
同

育
成
会
の
有
志
が
八
月
十
二
日

～
十
五
日
に
登
山
ツ
ア
ー
を
計

「
田
中
博
さ
ん
宅
（
倉
掛
15

－

１
組
）
の
屋
根
に
サ
ル
が
い

た
の
で
ビ
ッ
ク
リ
」、「
濱
田
和

子
さ
ん
宅
（
16
組
）
の
サ
ク
ラ

ン
ボ
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て

い
た
」
と
、
五
月
上
旬
に
サ
ル

の
目
撃
情
報
が
相
次
い
だ
。

倉
掛
の
男
性
の
一
人
は
「
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
利
用
し

て
遊
び
に
来
た
ん
じ
ゃ
ろ
う
」

と
笑
わ
せ
て
い
た
が
、
西
江
原

町
の
井
原
中
学
校
近
く
で
は
、

「
サ
ル
の
集
団
が
畑
の
作
物
を

食
べ
て
し
ま

う
」
と
、
こ
こ

一
～
二
年
の
被

害
拡
大
が
深
刻

化
し
て
い
る
と
い
う
。

五
月
二
十
七
日
早
朝
に
は
16

組
の
川
田
昭
典
さ
ん
陽
子
さ
ん

夫
妻
が
北
山
町
を
散
歩
中
、
目

前
に
可
愛
い
顔
を
し
た
胴
体
約

50
㎝
の
茶
色
い
動
物
が
出
現
。

「
何
じ
ゃ
、
お
前
は
！
」
と
驚

く
二
人
の
顔
を
見
な
が
ら
、
ノ

ッ
ソ
ノ
ッ
ソ
と
山
中
へ
。

昭
典
さ
ん
は
早
速
自
宅
に
戻

り
図
鑑
で
調
べ
た
結
果
、
鼻
筋

が
白
い
こ
と
な
ど
か
ら
ア
ナ
グ

マ
と

断
定

。
そ
の
後
も
珍

獣
事
件
を
思
い
出
し
て
は
「
エ

ラ
イ
の
が
お
っ
た
。
歩
く
姿
は

ク
マ
そ
っ
く
り
」
と
、
遭
遇
の

余
韻
に
浸
っ
て
い
る
。

画
し
て
い
る
。

「
先
般
、
少
年
団
関
係
者
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
参

加
希
望
が
あ
り
ま
し
た
」
と
話

す
の
は
、
育
成
会
の
谷
和
政
会

長
。
富
士
山
に
過
去
三
度
も
登

っ
た
経
験
か
ら
「
山
の
素
晴
ら

し
さ
を
親
子
で
体
験
し
て
み
て

は
」
と
、
提
案
し
た
の
が
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
予
定
で
は
八

月
十
二
日
午
後
十
時
に
バ
ス
で

井
原
を
出
発
し
翌
日
、
静
岡
県

須
走
の
自
衛
隊
富
士
学
校
を
見

学
。
午
後
か
ら
登
山
道
に
入

り
、
六
合
目
の
山
小
屋
で
一
泊

し
て
頂
上
を
目
指
す
。

谷
会
長
は
「
盆
休
み
に
予
定

し
て
い
る
が
、
悪
天
候
が
予
想

さ
れ
る
場
合
は
中
止
の
可
能
性

も
あ
る
。
何
事
も
辛
抱
強
さ
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
欲

し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

過
去
に
は
井
原
中
学
校
２
年

の
課
外
授
業
で
大
山
登
山
を
体

験
で
き
た
が
、
今
は
実
施
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
保
護
者
ら
は

「
良
い
機
会
」
と
受
け
止
め
て

い
る
。
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6/12  資源の日 古紙・古着等収集
午前７時30分～９時

6/19  自治連合会防犯パトロール
6/20  少年団対抗球技大会
7/ 4  消防団第３部試運転日
7/10  資源の日 古紙・古着等収集

午前７時30分～９時
7/16  市内小中学校１学期終業式
7/17  自治連合会防犯パトロール
7/17～18 倉掛少年団キャンプ

（吉備高原）
7/19  ラジオ体操 ※ 8/1迄

午前６時30分～（郷社）
7/25  井原地区粗大ゴミ回収

午前８時～10時（井原小）
8/ 1  倉掛少年団公園清掃
8/12～15 倉掛少年団有志富士登山
8/14  資源の日 古紙・古着等収集

午前７時30分～９時
8/15  井原町盆踊り大会（井原小）
8/21  自治連合会防犯パトロール

■大型不燃性粗大ゴミの回収（井原地区）
日時：７月２５日（日）午前８時～１０時

場所：井原小学校グラウンド
※ 詳しくは「広報いばら４月」に記載

■側溝の汚泥総量は平年並み

５月23日から30日にかけて倉掛全域の溝掃除が
行われ、６月６日に汚泥を回収した。今年の汚
泥総量は駅前通りの歩道整備でやや減少すると

みられていたが、約８トンと平年並みだった。

■「粉末式消火器の薬剤有効期限は５年」
消火器の薬剤交換が６月５日、６日の二日間で

行われ、自治会所有の消火器17本、個人所有分
３本の計20本を入れ替えた。自治連合会の瀬川
芳隆消防部長（℡63-0844）は「一般家庭の粉

末式消火器は５年の有効期限を過ぎているもの
が多いようです。万一の場合に備え、入れ替え
をしておいて頂きたい。実費で斡旋致しますの

でお申し出を」と呼び掛けている。

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報

井原地区
リーグ戦

豪快に２本の本塁打を放った13-1組の西山津好選手

倉
掛
少
年
団
有
志
ら
26
人

サルやアナグマが目の前に

今年８月

アナグマの参考写真

「３７７６ｍ…。頂上
に立ってみたいなぁ」

① 書道の宿題に取り組もう
7/28 10：00～12：00

② 英語で遊ぼう
7/26 10：00～12：00

③ 小学生英会話教室
7/27 10：00～12：00

④ 夏休み自由研究にヒント
7/25 8/2 8/21

9：00～11：00
⑤ パソコンでものづくり

8/4 9：00～11：00

⑥ 手作りおもちゃ教室
8/8 10/2 12/12

9：00～12：00
⑦ 雪山で遊ぼう

２月の日曜、祭日予定
⑧ 漢字検定に合格しよう

9月～10月毎週月曜日
19：00～20：30

⑨ 親子クッキング教室
パン編 8月中旬
ケーキ編 12/23

10：00～12：00

《問い合わせ・申込み》
井原市西江原町2257-1

興譲館高校地域セミナー係
℡ 0866-62-1521

※⑧⑨以外は先着20名
※材料やテキストは実費

興 譲 館
地域セミナー

山口政春選手もナイスバッティング


